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お申込は、農業委
員会事務局へご連
絡ください。

会
長
　内
藤
　勝
司

日
進
市
農
業
委
員
会

日
頃
は
、
日
進
市
の
農
業
委
員
会
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
は
台
風
が
相
次
い
で
上
陸
し
、
そ
の
影
響
か

ら
雨
天
が
続
く
こ
と
が
多
く
、
市
内
で
も
農
作
業
や
収
穫

に
も
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し

い
環
境
下
で
も
日
々
生
産
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、国
に
お
い
て
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
、
施
行
さ
れ
て
お
り
、
日
進
市
に
お
い
て
も
平
成

29
年
７
月
の
改
選
か
ら
新
た
な
農
業
委
員
会
体
制
に
移
行

し
ま
す
。
農
業
委
員
に
つ
い
て
は
、
公
選
制
か
ら
任
命
制

に
変
更
し
、
定
数
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
現
地
活
動
を

主
た
る
業
務
と
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
設
置

し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
体
制
へ
と
変
わ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
貸

し
借
り
を
支
援
す
る
た
め
「
農
地
バ
ン
ク
制
度
」
や
「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
を
活
用
し
、
農
地
の
有
効
利
用
・
利

用
集
積
を
図
る
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
目
に
見
え

る
活
動
と
し
て
、
子
ど
も
達
に
農
と
食
の
大
切
さ
を
伝
え

る
「
食
育
の
推
進
」
等
の
活
動
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
格
段
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
進
の「
農
」を
守
り
、

振
興
す
る

―

農
地
を
守
る

　農
業
委
員
会
の
使
命

農地が適正に管理されないと、雑草の繁茂・
病害虫の発生・不法投棄や火災の危険など、周
辺の農業者や住民へ迷惑がかかります。
耕作や管理ができない農地は、地域の担い手
に貸し付ける制度がありますので、ぜひ農業委
員会事務局にご相談ください。

農地中間管理事業
県に設置された「農地中間管理機構」が
農地の中間的受け皿となって、所有者から
農地を借り受け、担い手に貸付けます。農
地を貸す人は、一定の要件を満たせば機構
集積協力金を受けとることができます。
平成26年から始まった新しい制度です。

農地バンク制度
日進市農業委員会が農地の貸し手と借り
手をあっせん・仲介する制度です。
平成24年の制度開始以降、多くの仲介
実績があります。

今年度も産業まつりに出店し、遊休農地再生
モデル事業により再生した農地で作ったもち
米や野菜の販売を行い、売り上げの一部は社
会福祉協議会へ寄付しました。

農地の貸し借りを支援します！

捕獲されたハクビシン 捕獲されたアライグマ

市内でイノシシ、ハクビシン、アライグマなどの獣害が発生しており、被害の実態把握を進めています。農作物へ
の被害を確認されましたら、市役所産業振興課農政振興係へご相談ください。また、農業共済に加入していると被
害の一部が補償される場合もありますので、詳しくは愛知県農業共済組合にご相談ください。

今年度の市内の有害鳥獣の捕獲状況：イノシシ７頭・ハクビシン６頭・アライグマ３頭

多発する獣害への対応と被害補償多発する獣害への対応と被害補償



新
規
就
農
者
の
紹
介

新
規
就
農
者
の
紹
介

日
進
市
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
月
委
員
会
を
開

催
し
、
農
地
の
売
買
や
貸
借
、
転
用
等
の

議
案
審
議
及
び
議
決
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

市
内
農
地
の
草
生
え
地
・
違
反
転
用
地
を

現
地
確
認
す
る
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
農
地
所
有
者
の
様
々
な
事
情

に
よ
り
農
地
の
耕
作
放
棄
が
進
ん
で
い
ま

す
。違

反
転
用
に
対
し
て
は
指
導
を
行
い
、

耕
作
放
棄
地
に
対
し
て
は
、
所
有
者
の
意

向
を
確
認
し
、「
農
地
バ
ン
ク
制
度
」
等

の
活
用
を
助

言
し
て
い
ま

す
。今

後
も
市

内
の
農
地
が

有
効
に
利
用

さ
れ
る
よ
う

活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
解
消
モ

デ
ル
事
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
を
活
用
し
て
、
う
る
ち
米
・

も
ち
米
・
季
節
野
菜
等
の
作
付
け
、
収
穫

を
し
、
収
穫
し
た
作
物
は
市
内
小
中
学
校

の
給
食
に
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
米
は
、
市
内
の
保
育
園
に
寄
贈
し
、

園
児
と
の
も
ち
つ
き
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
の
所
有
す
る
農
地
に
お
い

て
保
育
園
児
と
サ
ツ
マ
イ
モ
や
柿
の
収
穫

体
験
を
実
施
し
、
園
児
達
に
収
穫
の
喜
び

と
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

今
後
も
遊
休

農
地
の
活
用
、

食
育
事
業
を
継

続
し
、
農
や
食

の
大
切
さ
を
若

い
世
代
に
伝
え

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

鈴
木
　
重
行
（
農
業
委
員
）

は
じ
め
ま
し
て
。
平
成
24
年
よ
り
就
農
し
て
い
る

鈴
木
重
行
と
申
し
ま
す
。

私
は
農
家
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
の
、
農
作

業
は
繁
忙
期
に
手
伝
う
程
度
の
経
験
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
定
年
退
職
を
機
に
農
業
に
取
り
組
む

た
め
一
念
発
起
し
ま
し
た
。

一
か
ら
農
業
を
学
ぶ
た
め
、
愛
知
県
農
業
大
学
校

に
通
い
農
業
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
習
と
通
じ

て
栽
培
技
能
と
農
業
機
械
の
扱
い
方
も
習
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
の
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
に
も
通
い
農
業

経
営
の
基
本
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

作
物
に
つ
い
て
は
、
他
の
果
実
よ
り
も
初
期
投
資

が
低
く
、
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間
が
短
い
イ
チ

ジ
ク
を
選
択
し
、
土
づ
く
り
か
ら
始
め
て
２
年
目
に

は
初
収
穫
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雨
が
多
い

と
味
が
落
ち
た
り
、
実
が
割
れ
た
り
と
、
実
際
の
栽

培
は
教
科
書
通
り
に
は
い
か
ず
苦
労
の
連
続
で
す
。

昨
年
は
糖
度
の
高
い
果
実
を
作
る
た
め
肥
料
を
変
え

る
な
ど
思
考
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
自
然
と
対

話
し
な
が
ら
自
分
の
手
で
作
物
を
育
て
る
喜
び
は
他

に
代
え
難
く
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
様
に
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
イ

チ
ジ
ク
を
作
っ
て
い
く
よ
う
、
更
に
努
力
・
研
鑽
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

柿の収穫体験

さつまいも掘り体験

１
「
農
地
法
に
も
と
づ
く
許
認
可
」
と

「
農
地
利
用
状
況
調
査
」

２
「
遊
休
農
地
解
消
モ
デ
ル
事
業
」
と

「
食
育
」
の
実
践
活
動

たまねぎの植えつけ

おいしい！
農
業
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

主
た
る
使
命
を
よ
り
良
く
果
た
せ

る
よ
う
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

①
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

公
選
制
を
廃
止
し
、
市
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
制
度

に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
定
数
も

削
減
さ
れ
ま
す
。

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

合
議
体
と
し
て
意
思
決
定
を
行

う
農
業
委
員
と
別
に
、
農
地
利
用

の
最
適
化
を
推
進
す
る
た
め
の
現

場
活
動
を
行
う
農
地
利
用
最
適
化

推
進（
推
進
委
員
）を
設
置
し
ま
す
。

③
候
補
者
の
推
薦
・
公
募
の
実
施

農
業
委
員
の
任
命
・
推
進
委
員

の
委
嘱
に
あ
た
っ
て
は
、
農
業

者
、
農
業
関
係
団
体
に
対
し
、
候

補
者
の
推
薦
を
求
め
る
と
と
も

に
、
農
業
委
員
、
推
進
委
員
に
な

ろ
う
と
す
る
人
の
募
集
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
制
度
改
正
を
踏
ま
え

て
、
日
進
市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
委
員
の
定
数
を
11
人
に
定
め

（
現
定
数
は
22
人
）、
推
進
委
員
の

定
数
は
６
人
と
定
め
ま
し
た
。

現
農
業
委
員
の
任
期
満
了
後
の

平
成
29
年
7
月
20
日
か
ら
、
新
体

制
に
移
行
し
ま
す
。

な
お
、
推
薦
・
公
募
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
３
月
に
行
う
予
定

で
す
。
推
薦
・
公
募
の
詳
細
に
つ

い
て
は
市
広
報
誌
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


